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タ
ン
カ
ー
衝
突
事
故
に
よ
り
流
出
し
た
油
状
物
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
一
月
六
日
、
東
シ
ナ
海
で
イ
ラ
ン
の
石
油
タ
ン
カ
ー
「
サ
ン
チ
」
号
が
香
港
籍
の
貨
物
船
と
衝
突
、
沈
没
し
た

事
故
で
流
出
し
た
油
等
は
、
奄
美
大
島
か
ら
西
方
約
三
百
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
沖
の
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
ま
で
漂
着
が
確

認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
三
月
十
七
日
に
は
和
歌
山
県
沖
に
て
パ
ラ
オ
船
籍
の
貨
物
船
「
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｇ

Ｋ
Ｕ
Ｎ
�
」
の
事
故
も
発
生

し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
石
油
タ
ン
カ
ー
事
故
に
よ
っ
て
起
こ
る
諸
々
の
政
府
の
対
応
お
よ
び
生
物
被
害
に
対
す
る
対
応
等
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

一

平
成
十
八
年
十
二
月
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
油
等
汚
染
事
件
へ
の
準
備
及
び
対
応
の
た
め
の
国
家
的
な
緊
急
時
計

画
」
（
以
下
、
国
家
緊
急
時
計
画
と
い
う
）
に
お
い
て
、
タ
ン
カ
ー
の
油
流
出
事
故
に
対
応
す
る
た
め
、
優
先
順
位
を
含
め

た
政
府
の
対
応
方
針
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

�

今
回
の
事
故
で
は
、
こ
の
手
順
が
機
能
し
た
の
か
。

�

ま
た
、
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
四
十
二
条
の
二
十
五
に
て
定
義
が
行
わ
れ
て
い
る
一
号

業
務
が
行
わ
れ
た
の
か
。
行
わ
れ
た
場
合
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
も
そ
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
示
さ
れ
た
い
。

一



二

国
家
緊
急
時
計
画
で
定
め
ら
れ
た
手
順
通
り
の
対
応
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
今
回
の
事

故
に
対
す
る
対
応
と
そ
の
法
的
根
拠
、
そ
の
原
因
や
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

三

今
回
事
故
を
起
こ
し
た
船
の
積
荷
は
揮
発
性
の
高
い
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
仮
に
積
荷
が
原
油
等
の
非
揮
発
性

油
で
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
被
害
が
生
じ
た
か
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
か
。
も
し
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

い
れ
ば
そ
の
結
果
を
示
さ
れ
た
い
。

四

国
家
緊
急
時
計
画
の
第
二
章
第
六
節
に
は
「
外
務
省
は
、
国
土
交
通
省
及
び
海
上
保
安
庁
と
協
力
し
つ
つ
、
近
隣
諸
国
等

と
の
油
等
汚
染
事
件
発
生
時
の
連
絡
体
制
の
強
化
」
や
「
海
洋
汚
染
に
関
す
る
協
力
体
制
の
一
層
の
強
化
」
が
う
た
わ
れ
て

い
る
。

�

今
回
の
事
故
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
。

�

ま
た
、
今
回
の
事
故
を
受
け
て
、
国
家
緊
急
時
計
画
の
改
訂
が
必
要
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

五

今
回
の
事
故
発
生
を
受
け
、
生
態
系
や
希
少
な
野
生
生
物
の
保
全
の
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
国
家
緊
急
時
計
画
の
も
と
、
事
故
発
生
後
か
ら
現
在
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
環
境
影
響
調
査
の
具
体
的
な
内
容
と

二



実
施
結
果
を
示
さ
れ
た
い
。

六

今
回
の
事
故
で
は
、
過
去
に
人
類
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
量
の
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
が
海
洋
に
流
出
し
た
。
平
成
二
十
二

年
に
メ
キ
シ
コ
湾
で
起
こ
っ
た
海
底
油
田
事
故
で
は
、
事
故
発
生
後
、
数
年
を
経
過
し
て
か
ら
イ
ル
カ
に
深
刻
な
被
害
が
生

じ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

�

今
回
の
事
故
を
受
け
、
今
後
、
長
期
的
か
つ
複
合
的
な
被
害
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見

解
を
問
う
。

�

あ
わ
せ
て
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
、
期
間
、
予
算
額
、
自
治
体
と
の
連
携
策
等
、
関
係

す
る
省
庁
に
よ
る
施
策
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

七

今
回
の
事
故
が
発
生
し
た
の
は
東
シ
ナ
海
で
あ
り
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
を
は
じ
め
と
す
る
沿
岸
国
と
の
長
期
的
か
つ
効

果
の
あ
る
情
報
共
有
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

八

環
境
へ
の
被
害
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
状
況
に
関
す
る
情
報
が
、
政
府
に
よ
っ
て
迅
速
に
公
開
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い

と
考
え
て
い
る
が
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
国
家
緊
急
時
計
画
で
は
、
国
民
へ
の
情
報
提
供
の
仕
組
み
が
な
く
、
情

報
を
一
元
的
に
集
約
し
て
国
民
に
公
開
す
る
方
策
な
ど
を
検
討
し
、
計
画
に
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の

三



見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

九

国
家
緊
急
時
計
画
の
第
三
章
第
十
二
節
で
は
、
関
係
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
等
は
「
油
等
汚
染
事
件
に
よ
る
沿
岸
域

の
生
態
系
等
環
境
へ
の
影
響
は
、
回
復
に
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
が
あ
る
」
と
し
て
「
水
質
、
底
質
、
野
生
生
物
等
へ
の
影

響
の
調
査
を
段
階
的
・
継
続
的
に
実
施
し
、
講
じ
た
措
置
の
効
果
を
検
証
す
る
。
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

�

今
回
の
事
故
の
場
合
、
関
係
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
等
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
の
か
。

�

ま
た
国
は
、
地
方
公
共
団
体
等
に
対
し
、
先
に
示
し
た
措
置
を
と
る
た
め
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

十

タ
ン
カ
ー
事
故
以
降
、
複
数
の
地
方
自
治
体
に
イ
ル
カ
が
漂
着
し
た
例
が
あ
る
も
の
の
、
そ
う
し
た
情
報
が
共
有
さ
れ
な

い
ほ
か
、
被
害
の
影
響
を
分
析
す
る
た
め
の
検
体
と
し
て
の
活
用
も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
埋
め
た
り
隠
さ
れ
た
り
し
て
い
る

例
が
あ
る
と
聞
く
が
、
事
実
関
係
を
確
認
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
メ
キ
シ
コ
湾
で
は
、
事
故
後
に
漂
着
し
た
生
物
の
死
体
を
回

収
し
、
有
識
者
の
科
学
的
な
診
断
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
同
様
の
体
制
や
専
門
家
が
参
加
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制

の
新
た
な
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

十
一

漂
着
し
た
生
物
の
死
体
を
研
究
に
活
か
す
た
め
に
は
、
漂
着
し
た
地
域
の
地
方
自
治
体
が
情
報
を
把
握
し
、
国
と
共
有

四



す
る
な
ど
の
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
現
状
で
は
ど
の
よ
う
な
体
制
、
手
順
と
な
っ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。
特
に
仕
組
み
が
な
い
場
合
、
そ
う
し
た
仕
組
み
の
必
要
性
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

十
二

被
害
が
生
じ
た
地
域
の
地
方
自
治
体
は
、
事
故
の
原
因
者
に
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
ま
で
、
対
応
に
要
し
た
費
用
等
を

立
て
替
え
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
つ
発
生
す
る
か
予
測
し
が
た
い
事
故
に
備
え
て
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
や
予

算
を
地
方
自
治
体
は
確
保
し
て
い
る
の
か
。
今
回
の
事
故
で
実
際
行
わ
れ
た
或
い
は
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
対
応
と
あ
わ

せ
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

十
三

初
動
体
制
の
確
立
、
被
害
へ
の
対
応
業
務
の
指
揮
の
統
一
、
観
光
被
害
、
環
境
被
害
、
漁
業
被
害
額
の
算
定
な
ど
被
災

者
の
支
援
を
取
り
ま
と
め
る
組
織
、
体
制
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
或
い
は
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
示
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
そ
の
体
制
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
、
改
善
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


